
食味向上のための水稲栽培 

移 

植 

有
効
分
げ
つ 

最
高
分
げ
つ
期 

出
穂
期 

登
熟
期 

成
熟
期 

幼
穂
形
成
始
期 

水
管
理 

深水 
（除草剤処理） 間断潅水 間断潅水

（湿潤） 
間断潅水 中干し 深水湛水 落水 

作
業
管
理 

終
止
期 

土
づ
く
り 

育
苗 

中
干
し 

穂
肥
施
用 

収
穫 

田
植
え 

基
肥
施
用 

除
草
剤
散
布 

仕
上
げ
防
除 

出
穂
期
防
除 

良
食
味
米
生
産
の
ポ
イ
ン
ト 

 

○
積
極
的
な
土
づ
く
り
を
行
う
（腐
植
・ケ
イ
酸
等
の
投
入
）。 

 

○
健
苗
育
成
（薄
播
き
の
徹
底
）。 

 

○
基
肥
適
量
施
用
（初
期
生
育
を
旺
盛
に
せ
ず
、
過
繁
茂
防
止
）。 

 

茎
数
制
限 

 

○
極
端
な
疎
植
は
行
わ
な
い
（45
株
／
坪
ま
で
）。 

 

○
目
標
茎
数
を
確
保
し
た
ら
中
干
し
開
始
。 

 

（過
剰
分
げ
つ
を
制
限
し
、
無
駄
な
籾
を
つ
け
さ
せ
な
い
） 

 

籾
数
制
限 

 

○
施
用
量
は
生
育
（葉
色
等
）を
把
握
し
て
決
定
。 

 

玄
米
タ
ン
パ
ク
抑
制
・高
温
障
害
回
避 

 

○
穂
肥
施
用
は
幼
穂
を
確
認
し
て
行
う
。 

 
 

（幼
穂
２
㎜
。
倒
伏
し
や
す
い
品
種
は
施
用
を
遅
ら
せ
る
。  

 
 

早
い
施
用
は
、
倒
伏
し
や
す
く
な
り
、
弱
勢
頴
果
が
多
く 

 
 

品
質
・食
味
低
下
し
や
す
く
な
る
。
） 

 

○
登
熟
期
間
は
間
断
潅
水
を
徹
底
し
、
決
し
て
乾
か
し
す
ぎ
な
い
。 

 

粒
厚
向
上 

 

○
収
穫
前
落
水
は
、
で
き
る
だ
け
遅
く
す
る
（収
穫
５
日
前
落
水
）。 

 

粒
厚
向
上 

 

○
収
穫
開
始
は
籾
の
状
況
で
判
断
す
る
。 

 
 

（最
長
稈
黄
変
籾
率
85
～
90
％
か
ら
収
穫
開
始 

青
未
熟
粒
混
入
防
止 

 

○
調
製
は
1･

85
㎜
以
上
で
丁
寧
に
行
う
。 

乾
燥
調
製 

小
粒
化
防
止 

食
味
向
上
の
た
め
に
は
、 

過
剰
な
籾
を
着
け
さ
せ
ず 

粒
張
り
の
よ
い
コ
メ
生
産
が
重
要
！ 

 

○
適
期
防
除
は
不
可
欠
。 

 
 

（過
剰
な
削
減
・過
剰
施
用
は
厳
禁
）。 

１
３
 


